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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年3月11日(2021.3.11)

【公表番号】特表2019-520379(P2019-520379A)
【公表日】令和1年7月18日(2019.7.18)
【年通号数】公開・登録公報2019-028
【出願番号】特願2018-569079(P2018-569079)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 471/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 495/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 491/147    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 491/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  471/14     １０２　
   Ｃ０７Ｄ  487/14     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  495/14     　　　Ｄ
   Ｃ０７Ｄ  491/147    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  487/22     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  491/22     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/519    　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     １０１　
   Ａ６１Ｐ   19/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年1月25日(2021.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式：
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【化１】

（式中、
ｙは０、１、２、３又は４であり、
ＱはＣＨ２又はＣＯであり、
Ｒは水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、－（Ｃ０～Ｃ２アルキル）（Ｃ３～Ｃ８カルボシクリル
）、－（Ｃ０～Ｃ２アルキル）（Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル）、－（Ｃ０～Ｃ２アルキル
）（アリール）、－（Ｃ０～Ｃ２アルキル）（ヘテロアリール）、－ＣＯＯアルキル、－
ＣＯＯアリールアルキル又は－ＣＯＯＨであり、
各Ｒ１は独立してアルキル、アリール、シクロアルキル又はハロアルキルであり、ここで
該アルキル、シクロアルキル及びハロアルキル基は各々、鎖中に炭素の代わりにヘテロ原
子Ｏ、Ｎ又はＳを任意に含み、隣接した環原子上若しくは同じ環原子上の２つのＲ１が、
それらが結合する環原子（複数の場合もある）と共に３員～８員の環を任意に形成し、又
は隣接した環原子上の２つのＲ１が、それらが結合する環原子（複数の場合もある）と共
に６員のアリール環を任意に形成し、
Ｒ２は－（アルキレン）ｍ－ヘテロシクロ、－（アルキレン）ｍ－ヘテロアリール、－（
アルキレン）ｍ－ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ３Ｒ４、－（アルキ
レン）ｍ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－アルキル、－（アルキレン）ｍ－Ｏ－Ｒ５、－（アルキレン）

ｍ－Ｓ（Ｏ）ｎ－Ｒ５又は－（アルキレン）ｍ－Ｓ（Ｏ）ｎ－ＮＲ３Ｒ４であり、いずれ
も独立して、原子価によって許容される１つ以上のＲｘ基で任意に置換されてもよく、こ
こで、同じ又は隣接した原子に結合した２つのＲｘ基が任意に共に環を形成してもよく、
ｍは０、１又は２であり、
ｎは０、１又は２であり、
Ｒ３及びＲ４はいずれの場合にも独立して、
　（ｉ）水素、若しくは、
　（ｉｉ）アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロ、アリール、ヘテロアリール、シク
ロアルキルアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリールアルキル及びヘテロアリールアル
キルから選択されるか、又はＲ３及びＲ４は共に、それらが結合する窒素原子と共同して
ヘテロシクロ環を形成してもよく、
Ｒ５は、
　（ｉ）水素、又は、
　（ｉｉ）アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、ヘテロシクロ、アリー
ル、ヘテロアリール、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリールアルキ
ル及びヘテロアリールアルキルから選択され、
Ｒｘはいずれの場合にも独立してハロ、シアノ、ニトロ、オキソ、アルキル、ハロアルキ
ル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、ヘテロシクロ、アリール、ヘテロアリー
ル、アリールアルキル、ヘテロアリールアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロシク
ロアルキル、－（アルキレン）ｍ－ＯＲ５、－（アルキレン）ｍ－Ｏ－アルキレン－ＯＲ
５、－（アルキレン）ｍ－Ｓ（Ｏ）ｎ－Ｒ５、－（アルキレン）ｍ－ＮＲ３Ｒ４、－（ア
ルキレン）ｍ－ＣＮ、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（
Ｓ）－Ｒ５、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（Ｏ）－ＯＲ５、－（アルキレン）ｍ－Ｏ－Ｃ（Ｏ
）－Ｒ５、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（Ｓ）－ＯＲ５、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（Ｏ）－（
アルキレン）ｍ－ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ３Ｒ４、－（アルキ
レン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）－Ｃ（
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Ｓ）－ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）－Ｃ（Ｏ）－Ｒ５、－（アルキレン
）ｍ－Ｎ（Ｒ３）－Ｃ（Ｓ）－Ｒ５、－（アルキレン）ｍ－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ３Ｒ４、
－（アルキレン）ｍ－Ｏ－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン）ｍ－ＳＯ２－ＮＲ３

Ｒ４、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）－ＳＯ２－Ｒ５、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３

）－ＳＯ２－ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）－Ｃ（Ｏ）－ＯＲ５、－（ア
ルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）－Ｃ（Ｓ）－ＯＲ５及び－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）－Ｓ
Ｏ２－Ｒ５から選択され、
Ｒ６はいずれの場合にも独立して水素、ハロゲン、アルキル、アルケニル、アルキニル、
シクロアルキル、ヘテロシクロ、アリール、ヘテロアリール、シクロアルキルアルキル、
ヘテロシクロアルキル、アリールアルキル及びヘテロアリールアルキルから選択され、Ｒ
７は、
【化２】

から選択されるか、
又はＲ７はシクロアルキル、複素環及びアルキルから選択され、該シクロアルキル、複素
環及びアルキル基は各々、アミノ、－ＮＨＲ１４、－ＮＲ１４Ｒ１５、ヒドロキシル、Ｏ
Ｒ１４、Ｒ６及びＲ２から選択される１つ以上の置換基で任意に置換され、
Ｒ１４及びＲ１５は独立して水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、－Ｃ（Ｏ）Ｈ、
－Ｃ（Ｏ）アルキル、－Ｃ（Ｓ）アルキル、アリール、－ＳＯ２アルキル、ヘテロアリー
ル、アリールアルキル及びヘテロアリールアルキルから選択され、
ＹはＮＨ、Ｏ、Ｓ又はＮＲ９であり、
Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４は独立してＮ又はＣＲ８であり、ここでＸ１、Ｘ２、Ｘ３、及
びＸ４の少なくとも１つがＣＲ８であり、
Ｒ８はいずれの場合にも独立してＲ６及びＲ２から選択され、ここで１つのＲ８がＲ２で
あり、
Ｒ９は－Ｃ（Ｏ）Ｈ、－Ｃ（Ｏ）アルキル、－Ｃ（Ｓ）アルキル、アルキル、アリール、
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ヘテロアリール、アリールアルキル及びヘテロアリールアルキルから選択される）
の化合物、又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２】
　式：
【化３】

を有する、請求項１に記載の化合物、又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項３】
　式：

【化４】

を有する、請求項１に記載の化合物、又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項４】
　式：
【化５】

を有する、請求項１に記載の化合物、又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項５】
　式：

【化６】

を有する、請求項１に記載の化合物、又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項６】
　Ｒが水素である、請求項１、２、４又は５に記載の化合物又はその薬学的に許容可能な
塩。
【請求項７】
　式：
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【化７】

を有する、請求項１に記載の化合物、又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項８】
　ＱがＣＨ２である、請求項７に記載の化合物又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項９】
　式：
【化８】

を有する、請求項１に記載の化合物、又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１０】
　Ｒが水素である、請求項９に記載の化合物又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１１】
　Ｒ７が
【化９】

である、請求項１～３及び５～８のいずれかに記載の化合物、又はその薬学的に許容可能
な塩。
【請求項１２】
　Ｒ２が、
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【化１０】
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である、請求項１～１１のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１３】
　Ｒ２が、
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【化１１】

である、請求項１～１１のいずれか一項に記載の化合物又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１４】
　Ｒ２が－（アルキレン）ｍ－Ｓ（Ｏ）ｎ－ＮＲ３Ｒ４である、請求項１～１１のいずれ
かに記載の化合物又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１５】
　ｎが２である、請求項１４に記載の化合物又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１６】
　Ｒ２が－（アルキレン）ｍ－ヘテロシクロである、請求項１～１１のいずれかに記載の
化合物又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１７】

【化１２】

から選択される、請求項１に記載の化合物又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれかに記載の化合物又はその薬学的に許容可能な塩、及び薬学的
に許容可能な担体を含む、医薬組成物。
【請求項１９】
　異常細胞増殖と関連する障害を治療するための請求項１８に記載の医薬組成物。
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【請求項２０】
　前記障害がヒトの障害である、請求項１９に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　前記障害が炎症性障害である、請求項１９又は２０に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記障害が線維性障害である、請求項１９又は２０に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記障害が自己免疫障害である、請求項１９又は２０に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　前記障害が腫瘍である、請求項１９又は２０に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　前記障害が癌である、請求項１９又は２０に記載の医薬組成物。
【請求項２６】
　前記障害が関節リウマチである、請求項１９又は２０に記載の医薬組成物。
【請求項２７】
　癌又は異常細胞増殖の治療を受けているヒトにおける健常細胞に対する化学療法の影響
を低減するための請求項１８に記載の医薬組成物であり、前記健常細胞が造血幹細胞又は
造血前駆細胞である、医薬組成物。
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